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戦略17分野等の人材育成が急がれる分野を中心に、厚生労働省、経済産業省、文部科学省による支援策を有機的に連携させ
相乗効果を発揮することで、スキルの可視化・標準化からプログラム開発・実施までを一気通貫で支援し人材育成を加速する。

○スキル情報を含めたデータ連携・
一元的なデータ提供(4.5億円→7.1億円)

・スキル情報、スキルに紐付いた教育訓練プログラム
と職業に関する情報などのデータ連携を行い、
「みんなの労働ナビ」で一元的に提供

○スキル標準策定支援

（11.2億円→13.0億円）

・内外労働市場からの人材確保・育成の観点から、

①産業横断的スキル体系、②産業別スキル標準

（必要なスキルの整理）の作成を進める

○キャリアラダーの企業導入に向けた

環境整備（0.9億円→1.2億円）

・①産業別スキルを可視化し、習熟に応じた標準的

なキャリアラダーを作成、②キャリアラダーの

企業導入のための支援ツールの作成を進める

○人材開発支援助成金による業界団体等への
訓練プログラムの開発支援等(539億円→602億円)

・業界団体等によるプログラム開発経費の支援

※プログラム開発に先立って、スキルの可視化・標準化を

行う場合、当該経費も助成対象

○教育訓練給付金等による労働者の主体的な

能力開発への支援（558億円→582億円）

・労働者による自己啓発の受講費用を支援

〈隣接施策との連携による相乗効果も追求〉

【例】

・DXに資する最新の設備機器等の導入への補助(経産省)と、導入した設備

機器を活用したスキルアップ研修への助成（厚労省）により、設備投資

と人材育成の相乗効果による投資成果の最大化を促進

○人材開発支援助成金による訓練経費や賃金

等の支援(539億円→602億円) (再掲)

・業界団体や企業が行う教育訓練等の経費や、

訓練中の賃金助成の支援

・大学院等を受講する従業員に有給の教育訓練

休暇を提供した場合の賃金助成

共同要求
1,909億円

厚労

厚労

厚労

厚労
○職業能力検定の創設支援

（1.6億円）【新規】

・技能検定や団体等検定の創設等により、業界

で求められるスキルの習熟度の可視化を推進

※創設等を目指す団体に対する必要経費の

補助やコンサルタントによる伴走支援を実施

経産

厚労

【創薬・先端医療分野で求められる人材】

（例）バイオ医薬品等の製造人材：スキル標準の策定＋スキル標準に紐づく

リ・スキリングプログラム開発＋受講支援（人材開発支援助成金等の

活用も想定）

個別分野で活用される場合のイメージ

経産

デジ庁・経産

○デジタル人材スキルプラットフォーム
【新規】(情報システム関係経費の内数で要求）

・戦略17分野等を念頭にAI・デジタル関連スキル・
資格等の可視化・証明のための基盤を整備

厚労

経産厚労文科

厚労

○成長分野等におけるリ・スキリングプログラム開発
（22億円→337億円）

・大学等において、産学官連携による短期実践型の
リ・スキリングプログラムを開発・提供を支援

○大学の全学的体制整備支援（210億円）【新規】
・持続的な成長分野等の人材輩出等に向け体制整備を行う
大学を支援

○産学連携による社会人修士・博士育成(53億円)【新規】
・成長分野等を牽引する高度人材の育成に向け、社会人が
働きながら修士・博士課程を修了できる環境整備を支援

○専門学校を活用した実践的な職業人材の高度化
(102億円)【新規】

・将来の産業構造や地域ニーズを見据え、各都道府県の
成長分野等への人材輩出を担う専門学校における質の高い
職業人材育成を支援

文科

17の戦略分野等におけるリ・スキリング人材育成加速化プラン
～スキル標準化からプログラム開発・実施支援～

スキル情報等の可視化・標準化 プログラム開発・環境整備 スキル情報等やプログラムの提供
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